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研究成果の概要（和文）：中国の『宋史』、朝鮮の『高麗史』、日本の『大日本史』の三つの歴史

書における王権理論を比較検討することを通じて、これら東アジア三国における朱子学の役割の

異同を検証した。具体的には、水戸学の発展において中国史・朝鮮史の認識がどう作用したか、

および１３～１５世紀における東アジア各国の政治変動が歴史認識の形成に及ぼした影響を明

らかにした。 

研究成果の概要（英文）：We made clear how different the Cheng-Zhu school of Confucianism 

worked on the political aspect among the three countries in East Asia (China, Korea, and 

Japan), having done comparative research of those divine theories in the three books of 

history (Songshi from China, Koryosi from Korea, and Dai-Nihonshi from Japan). For instance, 

how the recognition for Chinese and Korean history in Japan acted on the flame work of 

Mitogaku, and how the political change in 13-15th centuries in East Asia influenced on 

formation of historiological recognition. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 従来から、正史の解読作業は諸方面で遂

行されてきた。ただし、それらは政治事件

の年代記的処理、社会経済史的史料の発見

と整理、文化事象の考証に偏り、官僚機構

による正史編纂という事象自体が持つ意味

の解明はあまり進んでいない。当該地域・

時期の正史の書法を相互に比較検討するこ

とで、これまでになかった視角から王権理

論について考察を行い、この方面の分析を

深めることを意図してこの研究を企画した。 

 

 

２．研究の目的 

 

 東アジアにおける３つの正史を選択して

その儀礼記述の部分を解読し、そこに見ら

れる王権理論を比較検討することを目的と

した。 

 本研究では、東アジア３国における転換

期を対象とした正史として中・朝・日から

１つずつを選んだ。すなわち、異民族王朝

である元において寧波を含む南方出身の朱

子学者たちによって編纂された『宋史』、朝

鮮王朝時代に明から朱子学を国教として導

入したうえで編まれた『高麗史』、寧波近隣

出身の朱子学者朱舜水が明滅亡により日本

に亡命してきたことを機に構想され、その

編纂事業自体が水戸学という学派運動を生

み出した『大日本史』である。 

これらを中心にその周囲に拡がる思想圏

を見通しながら、比較しつつ精読すること

で東アジア海域における近世王権理論につ

いて考察するとともに、西洋における王権

論との異同を明らかにして東アジア思想文

化の特質を解明していくことを目的とした。 

 特に、これら３つの正史の儀礼記述の部

分を解読し、そこに見られる王権理論を比

較検討することを志した。それによって、

本研究が狭義の思想史研究に特化すること

なく、たとえばナショナリズムを支える一

国史観、民主主義と世襲特権との併存、近

代における植民地支配への歴史評価問題な

ど、現代社会が抱える諸問題を解決するた

めの新たな手法を提示する視野を開くこと

を意図したものである。そして、本領域の

名称「東アジアの海域交流と日本伝統文化

の形成」の思想文化的背景を解明すること

に貢献することを企図した。 

 

 

３．研究の方法 

 

 『宋史』『高麗史』『大日本史』に関連す

る史料の蒐集と整理を行い、当該正史 

を比較検討して東アジア王権儀礼の特質を

探る。 

また、史料から抽出したデータの整理と

分析結果の公表を中心として、領域内の他

の研究項目との各種共同作業を進めて最終

年度のまとめを行う。 

４．研究成果 

 

（１）『宋史』礼志の訳注作成 

 

 『宋史』の礼志は中国歴代正史のなかで、

朱子学が成立した時代を扱っている点で、

王権理論上注目される。すなわち、当時の

儀礼は旧時代の思想を背景としているにも

かかわらず、これを記録する側は朱子学の

論理でこれらを整序しているからである。

本研究では、以前から蓄積されていた成果

にもと
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づいて、礼志のうち１～４および８の５つ

の巻についての訳注を制作して内外の研究

者に配布し、当該分野の研究進展に寄与し

た。 

 

 

（２）『高麗史』の特質解明 

 

 『高麗史』編纂の経緯について分析する

なかで、現在の韓国における研究状況の把

握と『高麗史節要』との比較検討を、朝鮮

史を専攻する大学院生３名の協力を得てお

こなった。 

 

（３）『大日本史』の思想史的位置づけと近

代史学の成立 

 

 『大日本史』の編纂過程における朱子学

的な王権理論の影響を思想史的に検討する

とともに、水戸学が果たした役割について

の再認識作業をおこなった。また、明治時

代の近代歴史学成立時期において、水戸学

的な史観がどのように超克されていったか

について、『大日本編年史』データベースの

作成作業を通じて検討を加えた。 

 

（４）相互比較と新たな視点の獲得 

 

 以上の個別検討を総合する比較作業を通

じて、13 世紀から 15 世紀にかけての東アジ

ア３国で、政治的変動にともない王権理論

に大きな変化がみられること、ただし、各

国それぞれの政治的・思想的背景の相違に

より、その具体相が異なることを実証し、

今後の研究に向けた新しい視座を確立した。 
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